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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

鼻 を 押 す の で す

た 。 入 口 に 「 お 好 き な 席 に ど う ぞ 」 と案 内 板 が あ っ た 。 窓 際 の 席 に 座 っ た 。テ ー ブ ル の 上 に タ ブ レ ッ ト が あ り 、 それ を 操 作 し て コ ー ヒ ー と ト ー ス ト を 注文 す る 。 ト ー ス ト の パ ン に は バ タ ー かジ ャ ム か 、 サ ラ ダ の ド レ ッ シ ン グ 等 など 個 人 の 好 み を 尊 重 し 、 好 き な 方 を 選べ る 。 食 事 は 楽 し く す る ほ う が い い 。　
昭 和 三 十 年 頃 、 栄 養 状 態 の 悪 い 戦 後

の 子 供 達 へ の 配 慮 の た め に 供 せ ら れ た学 校 給 食 を 思 い 出 す 。 私 は な ん で も 食べ る 大 き な 子 だ っ た 。 け れ ど 、 褐 色 の脱 脂 粉 乳 だ け は 飲 め な か っ た 。 飲 む ま

　
Ｓ 市 の 街 中 で 二 時 間 ほ ど

時 間 が 空 い た の で 、 フ ァ ミリ ー ・ レ ス ト ラ ン に 入 っ

で 帰 宅 で き な い の だ 。 夕 暮 れ の 教 室で 、 ミ ル ク の 入 っ た ア ル マ イ ト の 食器 を 前 に じ っ と 座 っ て い た 。 も う 一人 Ｋ ち ゃ ん も 俯 い て 座 っ て い た 。　
熊 さ ん の ワ ゴ ン 車 が コ ー ヒ ー と ト

ー ス ト を 乗 せ て や っ て き た 。 あ り がと う 。 コ ー ヒ ー を 一 口 飲 ん で 、 フ ーと 溜 息 つ い て 、 横 を 見 る と 熊 さ ん はま だ い る 。  「 ま だ い る の ？ 」  。 ト ー スト に バ タ ー を つ け る 。 パ ン 屑 が 落 ちる 。  「 帰 ら な い の 。 な ん で ？ 」  。 別 の熊 さ ん ワ ゴ ン は す い す い と 客 席 を 通っ て 職 務 を 全 う し て い る 。  「 お 友 達は 働 い て い る よ 。 帰 っ て 」  。 そ こ に従 業 員 さ ん が 来 て 、 黙 っ て 熊 さ ん の鼻 を ポ ン と 押 し た 。 嬉 々 と し て 熊 さん は 帰 っ て 行 っ た 。 鼻 を 押 す の ね 。了 解 。

　
こ の 度 、 ２ ０ ２ ４ 年 限

り で 現 役 を 引 退 さ れ た 山瀬 功 治 さ ん に 、 レ ノ フ ァ山 口 Ｆ Ｃ ア ン バ サ ダ ー とし て 「 ク ラ ブ ・ コ ミ ュ ニテ ィ ・ コ ネ ク タ ー 」 に 就任 し て い た だ き ま し た 。こ の 役 職 は 、 ク ラ ブ の ミッ シ ョ ン で あ る 「 心 を つな ぎ 、 感 動 を 届 け る 」 のキ ー ワ ー ド で も あ る 「 Ｃ

ｏ ｎ ｎ ｅ ｃ ｔ （ つ な ぐ ）  」と い う 役 割 を 担 い ま す 。　
レ ノ フ ァ と フ ァ ン ・ サ

ポ ー タ ー 、 パ ー ト ナ ー 企業 、 地 域 社 会 な ど 、 あ らゆ る ス テ ー ク ホ ル ダ ー を〝
つ な ぐ 存 在

〞
と し て 、

多 岐 に わ た る シ ー ン で クラ ブ の 顔 と し て 活 動 し てい た だ き ま す 。

「 ジ ュ ニ ア 賞 」 受 賞 の 「 雪 祭 り 」
と い う 。 ゲ ス ト も 含 め 、約

7 0人 が 出 演 。 ２ 部 構 成

で 、 上 演 時 間 は 約 ２ 時 間
1 0分 だ 。

　
第 １ 部 は 、

1 4曲 で 四 季

を 表 現 す る 「 小 品 集

　
四

季 を 踊 る 」 な ど 。 昨 年 ８月 の 「 全 国 青 少 年 夏 の 舞踊 祭

2 4」 で 「 ジ ュ ニ ア

賞 」 を 受 け た 「 雪 祭 り 」も 披 露 す る 。　
第 ２ 部 で は ま ず 、 詩

人 ・ 谷 川 俊 太 郎 の 詩 ・ 監修 作 品 を 「 ふ ・ し ・ ぎ の世 界 」 と 題 し て 届 け る 。続 い て 、

2 3年 度 の 「 現 代

舞 踊 フ ェ ス テ ィ バ ル ｉ ｎや ま ぐ ち 」 で 「 チ ャ コ ット 賞 」 を 受 賞 し た 「 中 也詩 … に 寄 せ て 」 を 上 演 。　
前 売 り 券 は 、 指 定 席 ３

５ ０ ０ 円 、 一 般 ２ ５ ０ ０円 、 高 校 生 以 下 １ ５ ０ ０円 で 、 山 口 市 民 会 館 と Ｙ

　
今 年 ３ 月 に 設 立

4 0周 年

を 迎 え た ス タ ジ オ Ｆ の 第
2 6回 公 演 が 、 ６ 月 ８ 日 午

後 １ 時 半 か ら 、 山 口 南 総合 セ ン タ ー （ 山 口 市 名 田島 ） で あ る 。　
今 回 の テ ー マ は 「 Ｄ ａ

ｎ ｃ ｉ ｎ ｇ

　
ｉ ｓ

　
ｍ ｙ

　
ｐ ｕ ｒ ｐ ｏ ｓ ｅ

　
ｉ ｎ

　
ｌ ｉ ｆ ｅ （ ダ ン ス は 私

の 生 き が い ）  」  。 同 ス タ ジオ で ジ ャ ズ ダ ン ス を 学 ぶレ ッ ス ン 生

2 0人 （ ５ 歳 〜

6 0歳 代 ） と 指 導 者 ３ 人 に
加 え 、 同 ス タ ジ オ 体 操 クラ ブ の 小 中 学 生 選 手 ５ 人も 出 演 す る 。 総 勢

2 8人

が 、 ジ ャ ズ ダ ン ス や 体 操の ダ イ ナ ミ ッ ク な 動 き など 、

2 0の 演 目 を 披 露 。

　 「 ダ ン ス が 大 好 き な わた し た ち の 、 パ ワ ー あ ふれ る 踊 り を ぜ ひ 見 て ほ しい 」 と 江 藤 康 予 代 表 。　
前 売 り 券 は ２ ０ ０ ０ 円

市 大 内 長 野 、

０ ９ ０

－

７ ５ ９ ０

－

７ ６ ８ ２ ）

や 山 陰 堂 吉 敷 店 で 購 入 でき る 。 当 日 は ５ ０ ０ 円高 。

　

7 8回 目 と な る 加 藤 舞 踊

学 院 の 定 期 公 演 が 、 ６ 月８ 日  （ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら 、山 口 市 民 会 館 （ 山 口 市 中央 ２ ） で 開 か れ る 。　
サ ブ タ イ ト ル は 「 繋 ぐ

…
　
紡 ぐ … 」  。 ２ ０ ２ ２

年 ６ 月 に 創 設 者 の 加 藤 燿子 さ ん が 亡 く な り 、

2 4年

１ 月 に 新 ス タ ジ オ に 移 転し た 同 学 院 。 広 田 早 苗 主宰 に よ る と 、 今 回 演 じ られ る ほ ぼ 全 て の 作 品 が 、新 ス タ ジ オ で 制 作 さ れ た

Ｃ Ａ Ｍ で 購 入 で き る 。 電話 予 約 （

☎
０ ８ ３

－

９ ２

２

－

１ ９ ６ ３ ）  ・ 当 日 受

け 取 り も 可 能 。 当 日 券 は

チ ケ  ッ ト  プ  レ  ゼ  ン ト

チ  ケ  ッ ト  プ  レ  ゼ  ン ト

各 ５ ０ ０円 高 。

（ 全 席 自由 ） で 、同 ス タ ジオ （ 山 口

希 望 者 は 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来
事 ・ 話 題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） 、
氏 名 、 年 代 、 住 所 、 電 話 番 号 、 メ ー ル
ア ド レ ス を 明 記 し 、 希 望 公 演 へ の 応 募
フ ォ ー ム で 申 し 込 む 。  締 め 切 り は ６ 月  
３  日 （  火 ） 。 当 選 者 に は メ ー ル で お 知 ら
せ す る の で 、 ６ 日 （ 金 ） ま で に 弊 社 に ご 来
社 の 上 、 招 待 券 を お 受 け 取 り く だ さ い 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

ペ ア 招 待 券

加 藤 舞 踊 学 院 と ス  タ ジ オ Ｆ

山 口 市 内 ２ 会 場 で 現 代 舞 踊 と ジ ャ ズ ダ ン ス の 公 演
６ 月 ８ 日

 加 藤 舞 踊 学 院
 ス タ ジ オ Ｆ



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ５ 月 ３ １ 日 ㈯ 　 ２サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。

た ば こ が 関 係 す る 主 な 病 気

レ ベ ル 1 に 分 類 さ れ て い る 病 気 （ 　 　 　 は レ ベ ル 2 ）

（ 注 １ ） 妊 婦 の 喫 煙 と の 関 連

末 梢 性 の 動 脈 硬 化

２ 型 糖 尿 病 の 発 症

〈 妊 娠 ・ 出 産 〉（ 注 １ ）

早 産 低 出 生 体 重 ・

胎 児 発 育 遅 延

〈 が ん 〉 〈 そ の 他 の 病 気 〉

膵 臓 が ん

膀 胱 が ん

子 宮 頸 が ん

肝 臓 が ん

胃 が ん

肺 が ん

食 道 が ん

喉 頭 が ん

口 腔 ・ 咽 頭 が ん

鼻 腔 ・ 副 鼻 腔 が ん

乳 が ん

大 腸 が ん

前 立 腺 が ん （ 死 亡 ）

脳 卒 中 ニ コ チ ン 依 存 症

歯 周 病 歯 の 喪 失

慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 （ C O P D ）

呼 吸 機 能 低 下

結 核 （ 死 亡 ）

認 知 症

虚 血 性 心 疾 患

腹 部 大 動 脈 瘤

喫 煙 が 喫 煙 者 本 人 に 影 響 を 与 え る 病 気 は 科 学 的 に も 証 拠 が あ り 、

喫 煙 と の 因 果 関 係 が 十 分 に あ る と 推 定 さ れ る 病 気 を 「 レ ベ ル 1 」 、

「 レ ベ ル 1 」 ほ ど 十 分 で な い が 因 果 関 係 が 示 唆 さ れ る 病 気 を 「 レ ベ ル 2 」

と し て 公 表 さ れ て い ま す 。

日 本 医 師 会 作 成 小 冊 紙 「 禁 煙 は 愛 」 よ り

5 月

3 1日 は 世 界 禁 煙 デ ー 、

6月

6日 ま で 禁 煙 週 間

 

今 始 め よ う　
世 界 保 健 機 構 （ Ｗ Ｈ Ｏ ） は 、 １ ９ ８ ９ 年 に ５ 月

3 1日 を 「 世 界 禁 煙 デ ー 」 と し た 。 そ の 後 、 日 本 で も

9 2年 に 厚 生 労 働 省 が 世 界 禁 煙 デ ー に 始 ま る 一 週 間 を 「 禁 煙 週 間 」 と 定 め 、 各 種 施 策 が 講 じ ら れ て い
る 。 ２ ０ ２ ５ 年 度 は 「 受 動 喫 煙 の な い 社 会 を 目 指 し て 〜 私 た ち が で き る こ と を み ん な で 考 え よ う 」 をテ ー マ に 、 禁 煙 及 び 受 動 喫 煙 防 止 の 普 及 啓 発 を 実 施 。 県 内 で も 、 県 政 資 料 館 （ 山 口 市 滝 町 １ ） な ど ６施 設 で 、 禁 煙 を 啓 発 す る シ ン ボ ル カ ラ ー で あ る イ エ ロ ー グ リ ー ン の ラ イ ト ア ッ プ が 行 わ れ る 。

た り の Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ に よ る 死亡 率 が 、 山 口 県 は 全 国 平均 の

1 3・ ７ 人 を 大 き く 上

回 る

1 8・ ８ 人 と 、 全 国 で

２ 番 目 に 高 く な っ て いる 。 そ の た め 県 は 、 Ｃ ＯＰ Ｄ の 認 知 度 向 上 、 発症 ・ 重 症 化 予 防 、 早 期 発見 ・ 治 療 な ど の Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ対 策 に 取 り 組 ん で い る 。　
受 動 喫 煙 と は 「 喫 煙 者

と 同 じ 空 間 に い る 人 が 、自 分 の 意 志 に 関 わ ら ず 、他 人 の 喫 煙 に よ り た ば この 煙 に さ ら さ れ る こ と 」だ 。

　

　
た ば こ の 煙 に は 喫 煙 者

が 直 接 吸 い 込 む 「 主 流煙 」 と 、 火 の つ い た 先 端部 分 か ら 立 ち 上 る 「 副 流

煙 」 が あ る 。 た ば こ の フィ ル タ ー を 通 ら な い 副 流煙 に は 、 主 流 煙 よ り 高 濃度 の 有 害 物 質 が 含 ま れ てい る 。　
な お 、 加 熱 式 た ば こ や

電 子 た ば こ は 、 葉 た ば こを 燃 焼 し な い た め 副 流 煙は ほ と ん ど 発 生 し な い 。と は い え 、 目 に 見 え な い煙 霧 の 一 部 は 吐 き 出 さ れる た め 、 受 動 喫 煙 は 起 こり う る 。　
た ば こ の 煙 に は 約 ５ ３

０ ０ 種 類 の 化 学 物 質 、 その 中 で も

7 0種 類 以 上 の 発

が ん 性 物 質 が 含 ま れ て おり 、  「 受 動 喫 煙 に よ る 日本 人 の 肺 が ん の リ ス ク は約 １ ・ ３ 倍 に な る 」 と いう 報 告 も あ る 。 ２ ０ ２ ０年 ４ 月 に は 改 正 健 康 増 進

法 が 施 行 さ れ 、 様 々 な 施設 で の 「 原 則 屋 内 禁 煙 」義 務 化 が ス タ ー ト し た 。　
自 分 に あ っ た 禁 煙 方 法

を 選 び 、 計 画 を 立 て よう 。 禁 煙 す る 理 由 を 明 確に し 、 禁 煙 開 始 日 を 決 めて 、 周 囲 に も 禁 煙 を 宣言 。 ラ イ タ ー や 灰 皿 を 捨て る な ど 、  「 吸 わ せ な い環 境 」 を 作 る 、 ガ ム を かむ 、 深 呼 吸 を す る な ど 、「 吸 い た い 」 気 持 ち を そら す 行 動 が 求 め ら れ る 。　 　

◇
　
◇

　
◇

　
◇

　
禁 煙 は 「 予 防 で き る 最

大 の 死 亡 原 因 」 だ 。 禁 煙後 １ 年 た つ と 肺 機 能 が 改善 し 、 ２ 〜 ４ 年 後 に は 、虚 血 性 心 疾 患 や 脳 梗 塞 の

リ ス ク が 約 ３ 分 の １ 減 少す る 。

1 0年 後 に は 肺 が ん

に な る リ ス ク が 約 半 分 にま で 下 が り 、

2 0年 後 に は

た ば こ を 吸 わ な い 人 と ほぼ 同 じ に な る と い う 報 告も あ る 。　
禁 煙 の 効 果 は 「 早 い ほ

ど 高 い 」 が 、  「 遅 す ぎる 」 は な い 。 意 志 も 大 切だ が 、 一 人 で チ ャ レ ン ジす る よ り 、 医 師 と 共 に 取り 組 め ば 、 よ り 確 実 に 禁煙 が で き る 。 禁 煙 外 来 だけ で な く 、 内 科 や 循 環 器科 な ど 、 さ ま ざ ま な 診 療科 で も 禁 煙 治 療 が 受 け られ る 。  「 や め た い け ど 不安 」  「 以 前 う ま く い か なか っ た 」 な ど 自 力 で う まく 禁 煙 で き な い 時 は 、 下記 に 掲 載 の 医 療 機 関 や かか り つ け 医 を 受 診 し て 、ま ず は 相 談 し て み よ う 。

　
日 本 で は 、 年 間 約

1 3万

人 が 喫 煙 に 関 連 す る 病 気で 死 亡 し て い る 。 日 本 人の 死 因 ト ッ プ の が ん は 、そ の 原 因 の 約 ４ 割 が 喫 煙に よ る も の と 推 計 さ れ てい る ほ か 、 動 脈 硬 化 、 脳卒 中 、 糖 尿 病 と い っ た 生活 習 慣 病 に 代 表 さ れ る 多く の 病 気 を 引 き 起 こ す こと 、 認 知 症 の 発 症 リ ス クが 高 く な る こ と な ど が 明ら か に な っ て い る 。　
ま た 、 主 に 喫 煙 が 原 因

で 起 こ る 呼 吸 器 疾 患 の 一つ に 、 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患（ Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ ） が あ る 。 全国 で の 患 者 数 は 約 ５ ３ ０万 人 を 超 え る と 推 計 さ れて い る が 、 人 口

1 0万 人 あ

喫 煙 の リ ス ク

禁 煙 す る に は

受 動 喫 煙 の 影 響


